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魚
が
し
コ
ン
の
き
っ
か
け
は

　

全
国
で
も
周
辺
の
街
で
も
街
コ

ン
を
始
め
た
の
で
、
焼
津
の
街
を

も
っ
と
元
気
に
し
た
い
と
い
う
想

い
を
持
っ
た
仲
間
で
企
画
し
ま
し

た
。
只
の
街
コ
ン
で
は
面
白
く
な

い
の
で
、
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
焼
津
ら

し
さ
を
と
「
焼
津
魚
が
し
コ
ン
」

と
し
ま
し
た
。

　

男
女
一
〇
〇
人
ず
つ
で
計

二
〇
〇
人
の
参
加
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
二
〇
歳
以
上
で
同
性
二
人

一
組
で
の
参
加
が
条
件
で
す
。
会

費
は
、
男
性
七
〇
〇
〇
円
、
女
性

三
五
〇
〇
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

増
田
五
郎
右
衛
門
は
、
安
永

五
年
（
一
七
七
六
）
島
田
市
細

島
村
の
名
主
の
家
に
生
ま
れ
ま

し
た
。
こ
の
時
代
、
特
に
文
化

年
間
（
一
八
〇
四
）
に
入
っ
て

か
ら
は
凶
作
続
き
で
、
特
に
文

化
一
三
年
は
、
暴
風
雨
の
た
め

困
窮
し
た
農
民
は
各
地
で
年
貢

そ
こ
知
り

志
太

減
免
の
一
揆
を
起
こ
し
ま
し
た
。

田
中
藩
の
村
々
も
、
藩
に
年

貢
の
減
免
を
願
い
出
ま
し
た
が
、

藩
の
財
政
も
ひ
っ
迫
し
て
お
り

拒
否
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

藩
主
に
減
免
を
直
訴

こ
の
た
め
五
郎
右
衛
門
は
、

仲
間
と
相
談
し
、
十
一
月
二
三
日

に
藩
主
に
直
訴
す
る
こ
と
を
決

め
、
藤
枝
の
天
神
山
に
七
十
六

ヵ
村
四
、五
千
人
の
農
民
が
集
ま

り
ま
し
た
。
五
郎
右
衛
門
は
藩

か
ら
派
遣
さ
れ
た
責
任
者
と
話

し
合
い
、
群
衆
を
説
得
。
一
旦
帰

村
し
、
藩
か
ら
の
措
置
を
待
つ

こ
と
と
し
、
十
分
の
三
の
減
免

が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。
し
か

し
、
藩
は
一
揆
の
首
謀
者
の
逮
捕

に
乗
り
出
し
、
無
実
の
農
民
数

十
人
を
投
獄
し
ま
し
た
。

五
郎
右
衛
門
は
全
責
任
を
一

身
に
負
っ
て
自
首
。
二
年
後
の
文

政
元
年
（
一
八
一
八
）
六
月
二
八

日
に
藤
枝
の
源
昌
寺
原
の
刑
場

で
斬
首
と
な
り
、
細
島
村
の
屋

敷
も
焼
き
払
わ
れ
ま
し
た
。
時

に
四
十
二
歳
で
し
た
。

義
民
・
増
田 

五ご

郎ろ

右う

衛え

門も

ん

江
戸
時
代
の
百
姓
一
揆
の
指
導
者

首
斬
正
月
の
弔
い
と
戦
後
の
五
郎
祭

月
二
十
四
日
の
地
蔵
盆
に
供
養

祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

明
治
一
七
年
、
自
由
民
権
運

動
家
ら
が
新
聞
に
、「
義
人
増

田
五
郎
右
衛
門
君
建
碑
資
金
募

集
」
の
広
告
を
出
し
て
資
金
を

集
め
、
翌
一
八
年
、
一
揆
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
天
神
山
下
（
藤

枝
市
藤
枝
五
丁
目
）
に
「
増
田

五
郎
君
之
碑
」
を
建
て
て
そ
の

事
績
を
世
に
広
め
ま
し
た
。

大
正
十
三
年
、
細
島
の
全
仲

寺
に
あ
る
墓
石
の
隣
に
「
故
増

田
五
郎
右
衛
門
之
碑
」
が
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
墓
石
は
昭
和

五
十
九
年
に
増
田
五
郎
右
衛
門

顕
彰
会
に
よ
っ
て
新
し
い
も
の
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
正
十
五
年
に
は
、

細
島
の
八
幡
神
社
境
内
に
「
義

人
碑
」
が
、
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

Ｇ
Ｈ
Ｑ
主
導
で
五
郎
祭

戦
後
、
日
本
の
民
主
化
を
促

進
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
静
岡
民
事

部
は
、
こ
の
五
郎
右
衛
門
の
事

績
を
知
る
と
、
民
主
主
義
を
広

め
る
絶
好
の
材
料
と
考
え
、
県

と
志
太
郡
に
働
き
か
け
て
民
主

祭
と
し
て
の
「
五
郎
祭
」
を
数

年
間
開
催
し
ま
し
た
。
島
田
市

東
町
で
は
、
現
在
も
顕
彰
会
に

よ
っ
て
墓
前
祭
碑
前
祭
（
七
月

下
旬
）
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ど
ん
な
企
画
が
あ
り
ま
す
か
。

　

せ
っ
か
く
な
の
で
、
開
催
前
の

企
画
と
し
て
、
一
五
時
か
ら
松
風

閣
で
合
コ
ン
を
成
功
さ
せ
る
た
め

の
恋
愛
セ
ミ
ナ
ー
と
「
そ
れ
が

大
事
」
が
大
ヒ
ッ
ト
し
た
大
事

Ｍ
Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
の
立
川
俊
之
さ
ん
の
ミ
ニ

コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
企
画
の
み
の
参
加
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

会
場
の
お
店
は
、
焼
津
駅
の
南

北
の
十
一
店
舗
で
す
。
一
店
舗

二
十
人
弱
で
、
し
か
も
三
店
舗
を

巡
る
企
画
で
す
の
で
、
当
日
参
加

者
の
半
分
近
く
の
人
た
ち
と
触
れ

合
う
こ
と
が
出
来
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

当
日
は
ど
ん
な
感
じ
で
す
か

　

二
人
一
組
で
、
当
日
は
行
動
し

て
頂
き
ま
す
。
ま
ず
、
受
付
で
リ

ス
ト
バ
ン
ド
と
地
図
を
受
け
取
り
、

一
軒
目
と
二
軒
目
の
指
定
さ
れ
た

お
店
へ
向
い
ま
す
。
三
軒
目
は
、

自
由
に
選
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
解
散
後
に
も
お
楽
し
み
企

画
が
あ
っ
た
り
も
し
ま
す
。

申
し
込
み
な
ど
は
？

　

三
月
二
十
五
日
が
締
め
切
り
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
ず
は
パ
ソ

コ
ン
で
「
焼
津
魚
が
し
コ
ン
」

URL

（http://yaizu.doxin.jp/

）

の
記
載
を
ご
覧
下
さ
い
。
パ
ソ
コ

ン
か
ら
お
申
込
み
頂
け
ま
す
。

抱
負
と
今
後
に
つ
い
て

　

焼
津
で
初
め
て
の
企
画
で
す
の

で
多
く
の
人
に
参
加
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。
当
日
は
、
焼
津
み

な
と
ま
つ
り
や
マ
ラ
ソ
ン
も
あ
っ

て
、
昼
も
夜
も
一
日
元
気
で
賑
わ

っ
て
い
る
焼
津
に
出
来
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
二
回
目
も
熱
い
仲
間
た

ち
と
一
緒
に
是
非
企
画
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

焼
津
市
中
里
の
岡
部
と

の
境
近
く
、県
道
焼
津
岡
部

線
の
中
里
南
バ
ス
停
の
近

く
、サ
ス
ナ
の
迎
え
側
に
石

柱
が
建
っ
て
い
ま
す
。そ
こ

に
は
「
井
伊
掃
部
頭
直
孝

朝
臣
産
湯
之
井
」と
記
し

て
あ
り
ま
す
。三
代
将
軍

の
時
、大
老
を
務
め
た
井

伊
直
孝
が
こ
こ
で
生
ま
れ
た
と

い
う
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

の
で
す
。

　

直
孝
の
母
は
、井
伊
家
に
仕
え

る
家
来
の
娘
で
あ
り
、家
康
が
関

東
に
移
る
に
際
し
て
井
伊
家
も

上
野
国
箕
輪
に
移
る
こ
と
と
な

り
、そ
の
移
動
途
中
に
こ
の
地
で

生
ま
れ
た
の
が
、直
孝
で
し
た
。

　

直
孝
が
生
ま
れ
た
家
は
、村
松

五
郎
衛
門
の
家
で
誕
生
屋
敷
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。井
戸
は
石
柱
の

裏
手
に
あ
り
ま
す
。

五
郎
右
衛
門
の
処
刑
を
悲
し

ん
だ
農
民
は
そ
の
遺
骸
を
も
ら

い
受
け
、
処
刑
人
に
は
禁
じ
ら

れ
て
い
る
法
号
「
義
山
玄
忠
居

士
」
を
贈
っ
て
葬
り
、
以
後
処

刑
さ
れ
た
六
月
二
八
日
（
現
七

月
二
八
日
）
を
首
斬
正
月
と
し
、

農
作
業
を
休
み
、
墓
参
し
て
そ

の
菩
提
を
弔
い
ま
し
た
。

各
地
に
小
堂
や
記
念
碑

源
昌
寺
の
裏
に
は
、
五
郎
右

衛
門
の
冥
福
を
祈
る
た
め
、
首

斬
り
地
蔵
と
い
う
小
堂
が
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
現
在
は
毎
年
八

▲八幡神社の碑

▲戦後の五郎祭

▲源昌寺裏の小堂

▲天神山下の碑

▲全仲寺の碑と新しい墓

人
を
繋
ぐ

志
太

井
伊
直
孝
の
産
湯
井
戸

魚
が
し
コ
ン
で
焼
津
を
元
気
に

四
月
八
日
焼
津
で
初
め
て
の
街
コ
ン
開
催

三み

谷た

に

　
健け

ん

焼
津
魚
が
し
コ
ン
実
行
委
員
長
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大特価!

黒留袖（袷）比翼付

訪問着（袷）

振袖（袷）

小紋・紬（袷）

コート・羽織（袷・単）

紋付（喪服・色無地）（袷・単）

長襦袢（袷）

袋帯・名古屋帯

9,765円  ▼ ▼

7,507円  ▼ ▼

8,190円  ▼ ▼

6,825円  ▼ ▼
6,300円  ▼ ▼

6,300円  ▼ ▼

5,040円  ▼ ▼

4,200円  ▼ ▼

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

3,000円

2,520円

2,100円

価格表 通常価格 半額価格（税込）

丸洗い 期間中

●お仕立上り訪問着
●お仕立上り留袖
●袋帯
●長襦袢

無料点検キャンペーン実施中無料点検キャンペーン実施中
●お母様の振袖をお嬢様に着せたい。
●汗をたくさんかいてしまった。（汗抜き）
●10年、20年前に仕立てた着物の染め替え。
●お嬢様に譲りたい着物の寸法直し。
　（部分直しも出来ます。）
●どうしても落ちないシミが気になっている。
　（柄足し・箔置き etc…）
●シミ抜き・丸洗い・洗い張り・特選洗い・
　ガード加工etc…

無料見積り
ご相談

裄の調整・半衿付け・身丈調整

胴裏、八掛の取替え・軽装帯の
仕立て

（袷・単・留袖）
お仕立直し

パールトーン
加工

通気性や、風合いをそこなうことなく雨や
汚れからきものを守る加工です。

期間中半額

シミの大小もあ
り、お見積りの
上特別価格で承
ります。

シミ抜き 染め替え紋入れ洗い張り
きものをいった
ん解いて、洗濯
する方法です。
汚れがひどい場
合などに洗張り
します。

紋洗い、紋入れ
替えなどの 診
断、お見積り等
お気軽にご相談
ください。

お気軽にご相談
ください。お見
積り致します。

3月末
まで
3月末
まで

きものクリニック

きものの丸洗いやお手入れ・お直しは
  専門のプロにお任せ下さい！！

焼津店焼津店焼津店
焼津市栄町5-10-21焼津市栄町5-10-21焼津市栄町5-10-21
☎054-627-7786☎054-627-7786☎054-627-7786

火曜定休日

貴装の店貴装の店貴装の店

営業時間／午前9：30～午後8：00営業時間／午前9：30～午後8：00
東小学校

当店駐車場

アンビア

太
洋
旅
館 （駅より300m）（駅より300m）

小石川

薮
崎
新
聞
店

パ
チ
ン
コ
店

至
焼
津
港

至
焼
津
港

至静
岡

P

至
焼
津
イ
ン
タ
ー

旧
国
道
一
五
○
号
線

駅前商店街

肉
の
石
割
さ
ん

肉
の
石
割
さ
ん公園公園 す

し
兆
治黒

潮
温
泉

黒
潮
温
泉

おいべっさんマンション ↑

↑
↑
↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑

↑ ↑ ↑

↑↑
↑

↑
↑

↑

↑↑

↑

↑ ↑
↑

〈焼津店〉

↑↑

↑ 至
静
岡

焼津
駅

焼津高校



先月は、池波正太郎の小説『仕掛人・藤枝梅安』を取り上げて、
藤枝との関わりをお伝えしました。もう一つの人気小説『鬼平犯
科帳』の鬼平こと「長谷川平蔵」は、実は、焼津と関わりがあ
ります。かつての小川城主であり、田中城になる前の徳一色
城の頃の城主も勤め、焼津 ･坂本の林叟院の開山に関わっ
た長谷川正宣が、平蔵の先祖です。そして、その孫の長
谷川正長の墓が、小川港近くの信香院にあります。また、
小説『鬼平犯科帳』にも、岡部や藤枝が登場している
のです。今回は、焼津の法永長者と呼ばれた長谷川氏と、
鬼平についての特集です。

鬼平が登場する第一作は、『浅草・御厩河岸』。「オール讀物」
の1967年12月号に発表されました。当初は、単発物として、
書かれたものでしたが、評判が良く、1968年1月号掲載の『唖
の十蔵』から『鬼平犯科帳』の題名が付され、巻末を飾る
作品として、連載されました。
1968年に最初の単行本が刊行。短編作品が、130作、長編
作品が５作の計135作あり、番外編が1作あります。最後の『誘
拐』1作は、作者急逝のため未完となりました。現在は文春
文庫全24巻と、講談社発行の「完本池波正太郎大成全30巻・
別巻」で読むことが出来ます。

❶鬼平犯科帳の誕生と歴史

1923年（大正12年）1月25日、東京・浅草生まれ。下谷・西
町小学校を卒業後、茅場町の現物取引所や兜町の株式仲買
店に勤めます。戦後は、東京都の職員として下谷区役所等
に勤務しながら、戯曲などを執筆。長谷川伸の門下に入り、
小説を書きはじめ、32歳の時、執筆活動に専念し、一方で、
新国劇の脚本・演出を担当しました。1960年（昭和35）年、「錯
乱」で直木賞受賞。その後、「鬼平犯科帳」「剣客商売」「仕
掛人・藤枝梅安」などの作品を発表し、テレビシリーズや映
画となった作品も数多くあります。美食家・映画評論家とし
ても著名でした。1990年、急性白血病で逝去。67歳でした。
戒名は「華文院釈正業」、西浅草の西光寺にお墓があります。

❷池波正太郎

長谷川平蔵は、延享２年（1745）年、長谷川家の三男・宣
雄と下働き・お園との間に生まれました。幼名は銕三郎（て
つさぶろう）。2歳の時に父・宣雄が家督を継ぐとお園と平蔵
を残して実家に戻ってしまいました。その後、お園は病没
し、17歳まで巣鴨村の祖父の家で育ちました。18歳で嫡男
として長谷川家に迎えられますが、義母の波津に苛め抜かれ、
剣術道場での猛烈な稽古で鬱憤を発散する日々を送ります。
20歳の正月に義母・波津を殴り、屋敷を飛び出し、放蕩無
頼の明け暮れ、［本所の鬼］、［入江町の銕］などと呼ばれま
した。波津が亡くなり、長谷川家に戻った翌年、22歳で十
代将軍家治に拝謁。大橋与惣兵衛の娘・久栄と結婚します。
28歳の時、火付盗賊改から京都町奉行に任じられた父に同
行して、京に上りますが、京都でも遊蕩癖がおさまらず、身
重の久栄を悩ませます。しかし、翌年、宣雄が京都で病死、
江戸に戻り長谷川家を継ぎ、その後、西の丸の書院番や同
御徒頭などを歴任します。42歳の時、堀帯刀の後任として火
付盗賊改方の長官に就任。以来、［鬼平」と恐れられ、8年
にわたって盗賊追捕の御役目を遂行します。また、その間に
無頼の徒を収容し、更生する施設人足寄場の創設に尽くす
のです。寛政７年（1795）危篤となり、将軍家斉より見舞い
品として高貴薬を賜ります。400石の旗本に将軍が見舞いを
贈るのは、とても稀なことでした。５月19日逝去、享年50歳
でした。戒名は、「海雲院殿光遠日耀居士」。四谷の戒行寺
にお墓があります。

❸長谷川平蔵

焼津の法永長者と

鬼平・長谷川平蔵
基本的に江戸で活躍する鬼平犯科帳では、志太の地が登場するのは、三
作です。『盗法秘伝』では、岡部の宿が登場します。
「平蔵は、岡部の宿の旅籠〔島や藤兵衛〕方へ旅装をといた。・・・岡部は、
宇都谷峠を下ってすぐの山間の宿場で、町は〔上岡部〕と〔下岡部〕にわ
かれてい、島やは宿場のはずれに近い下岡部の、小さな旅籠だ」（p51　
盗法秘伝）
また、『駿州・宇都谷峠』という作品があり、ここでは、岡部と藤枝が登
場します。
「藤枝は、駿河・田中四万石、本多家の城下町つづきの宿場で、町も大き
い」（p248　駿州・宇都谷峠）
「藤枝から一里二十九丁で、岡部へ入る。岡部は、山間の宿場で、ここか
ら先が、宇津谷峠にかかる」（p250　駿州・宇都谷峠）
「平蔵たちは、岡部の旅籠〔吉見屋〕へ旅装をとい
た」（p250　駿州・宇都谷峠）
「右へ行くと宇津谷峠への東海道へ合するが、左へ
行くと山道になって、これが桂島から朝比奈の山
村へ通じているのだ」（p254　駿州・宇都谷峠）
「今度の盗人宿は、おれのほかには藤枝の久蔵が
知っているだけだ」（p257　駿州・宇都谷峠）
「長谷川平蔵が、岸井左馬之助・木村忠吾と共に、
駿河の宇津谷峠を越えた…」（p266　むかしの男）

❹小説に登場する藤枝と岡部

池波正太郎の小説には、「あとがき」らしいものは、あまり見当たりません。この鬼平
犯科帳（三）には、「あとがきに代えて」と題した文章が存在します。そこでは、長谷
川平蔵について詳しく解説されています。
「長谷川平蔵は、実在の人物である。平蔵の家は、平安時代の鎮守府将軍・藤原秀郷
のながれをくんでいるとかで、のちに下河辺を名のり、次郎左衛門政宣の代になって、
大和の国・長谷川に任し、これより長谷川姓を名のったそうな。のち、藤九郎正長の
代になってから、駿河の国・田中に住むようになり、このとき、駿河の太守・今川義元
につかえた。義元が、織田信長の奇襲をうけ、桶狭間に戦死し、今川家が没落してし
まったので、長谷川正長は、徳川家康の家来となった。長谷川正長は、織田・徳川の
連合軍が、甲斐の武田勝頼と戦い、大勝利を得た長篠の戦争において、「奮戦して討死
す。年三十七」と、ものの本にある。
この長谷川正長の次男に、伊兵衛宣次という人があり、これが、長谷川平蔵の先祖と
いうことになる。伊兵衛宣次から八代目の当主が、すなわち、長谷川平蔵宣以（のぶた
め）だ。（p307　鬼平犯科帳三　あとがきに代えて）

林叟院は、法永長者と呼ばれた長谷川正宣が、
榛原の石雲院の七哲といわれた賢仲茂哲を招
き、焼津小川の会下之島（えげのしま）に文明
3年（1471）年「林雙院」として建立されました。
正宣は、坂本の地頭、加納義久の二男で、長
谷川家の娘婿です。開創して27年後、修験者
の ｢来年、天変地異が来るので移転せよ｣ と
忠告に従い、現在地を探し当てたところ予告
どおり大津波が襲い、小川一帯は海中に没し
ました。このことから寺名を老人を著す「叟」
の字にし、「林叟院」と改名しました。正宣は、
法永長者屋敷と呼ばれた、小川城に住んでい
ました。この正宣の孫、正長の次男・宣次が、
鬼平こと、長谷川平蔵の初代なのです。林叟
院には、長谷川正宣夫妻の墓が残っています。

❺池波正太郎・あとがきの長谷川氏履歴

❻林叟院と法永長者・正宣

法永長者正宣の孫、正長は、永禄3年（1560）、藤枝の徳一色城（後の田中城）の城主として、
今川義元・氏真に仕えていました。武田信玄との戦いでは、遠江に逃れ、徳川軍に加
わりました。元亀3年の武田との三方原の戦いでは、奮戦しましたが、討ち死にし、37
歳の生涯を終えました。正長の墓は、小川の信香院にあります。平成21年の地震で墓
が破損し、現在は、新しい墓になっています。破損した墓も保存されています。この墓は、
林叟院の墓と同じく、子孫の旗本、長谷川正満が、享和2年（1802）に再建したものです。

❼信香院と正長 1969年、鬼平犯科帳は、テレビ化され、池波正太郎の指名により、初代・
鬼平は歌舞伎役者の松本幸四郎(後の松本白鸚)が演じました。1975年に
丹波哲郎、1980年には、萬屋錦之助、そして四代目鬼平として、池波正
太郎が数年越しで口説いた中村吉右衛門が1989年、登場しました。1995
年、中村吉右衛門主演で映画化され、舞台では、1970年に鬼平を八代目・

幸四郎、忠吾を吉右衛
門が演じて話題になり
ました。その後は、吉
右衛門が主役で上演さ
れています。また、漫
画では、さいとうたか
おが1993年から描き、
41巻を数えます。

長谷川一族略系図
法永長者・正宣―――元長―――正長―――二男・宣次（初代・正長の分家・
家康御小姓）―――宣雄（7代火附盗賊改・京都町奉行＝平蔵の父）―――

宣以（8代・のぶため・火附盗賊改・人足寄場取扱＝平蔵）

❽テレビ・映画・舞台・漫画と鬼平

※小説部分は、「鬼平犯科帳（三）」（文春文庫　2000）からの引用です。長谷川氏の各代の名称については、正式名称ではなく、簡略名としました。
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法華寺法華寺

花沢の里Ｐ花沢の里Ｐ

日本坂
トンネル
日本坂
トンネル

野秋信号野秋信号

サッポロ
ビール
静岡工場

サッポロ
ビール
静岡工場

瀬戸川瀬戸川

焼津 IC焼津 IC

法昌寺法昌寺

甲賀病院甲賀病院

焼津市文化センター
焼津図書館
焼津市文化センター
焼津図書館

東海道
本線

東海道
本線

東海
道新
幹線

東海
道新
幹線

東名
高速
道路

東名
高速
道路

焼津市役所焼津市役所 焼津港焼津港

田子重田子重

正岳寺正岳寺

小川
中学校
小川
中学校

海蔵寺海蔵寺
小川城址小川城址

ＪＡ大井川ＪＡ大井川
国
道
１
５
０
号
線

国
道
１
５
０
号
線

県水産研究所県水産研究所

信香院信香院

田子重田子重

成道寺成道寺 和田中学校和田中学校

ディスカバリーパーク焼津ディスカバリーパーク焼津栃山川栃山川

静岡福祉大学静岡福祉大学

長峰製茶
花カフェ
長峰製茶
花カフェ

大富
中学校
大富
中学校 焼津市立

総合病院
焼津市立
総合病院

泰善寺泰善寺

小川港小川港

焼津さかな
センター
焼津さかな
センター

セブンイレブンセブンイレブン

林叟院林叟院

西焼津
駅

焼津
駅
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編集長後記月刊むるぶ編集部
〒426-0041　藤枝市高柳 1丁目18-23（共立アイコム内）054-635-4651 (共立アイコム内)

薮崎新聞店	 054-629-2002 
長倉新聞店	 054-629-1220
塩川新聞舗	 054-629-2055
土井新聞店	 054-622-0632
大井川新聞販売	 054-662-2211

江﨑新聞店	 054-641-0537 
薮崎新聞店・育伸社	 054-641-0053
いけたに新聞店	 054-643-1000
太田新聞店	 054-667-0117
共立アイコム・むるぶ	 054-635-4651

FM島田「情報ランチ」水曜12：30（76.5）
むるぶのバックナンバーは、藤枝市内の
図書館で閲覧できます。

プレゼント

１，クイズの答え
２，今月号で行ってみたいお店、食べてみたいもの
３，今月号で参考になった記事
４，テーマに取り上げてほしいもの
５，わが家の名物メニューといえば
６，購読している主な新聞名を教えて下さい。
７，ご希望のプレゼント券
８，その他ご意見、ご感想など。

◆ご応募について
１，ハガキ、ＦＡＸ、メールでお願いします。
２，あなたのお名前、郵便番号、ご住所、電話番号、

年代、職業を忘れずにご記入下さい。
３，当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代

えさせて頂きますのでご了承下さい。
４，アンケートにもお答え下さい。
■先月の答えは 正定 でした。
◆応募先
426-0041  藤枝市高柳1-18-23　㈱共立アイコム内
むるぶ編集部プレゼント係
ＦＡＸ ０５４－６３５－４５７６
メール murubu@kpnet.co.jp

◆締め切り　4月５日㈭
　　　　　   （当日消印有効）ＦＡＸ必着

長谷川平蔵の妻の名は？

〇 〇 （漢字２文字）

◆今月の記事からクイズ

　官製はがき（FAX・メール可）に答えをお書き頂き、
アンケートにもお答え頂ければ幸いです。正解者の中
から抽選で、藤枝シネ・プレーゴの「映画招待券
（3D不可）」、または「島田蓬莱の湯入浴券」を
プレゼントします。ご応募をお待ちしています。

* プレゼントの応募を通じてお客様からご提供いただきました個人情
報は、本プレゼントの運営及びむるぶからのお知らせ等の目的以外
で使用することはありません。

映画招待券

ご入浴券

先月の藤枝梅安と今月の長谷川平蔵の特集は、如何でした
でしょうか。江戸が舞台の小説ですが、藤枝と焼津が深く
関わりあっていて、ツアーも出来そうな感じです。むるぶで
の掘り起しが、両市のまちづくり等にも繋がっていくことを
願っています。そこ知りの増田五郎右衛門は、島田の生まれ
ですが、藤枝で斬首され、この地域に大きな影響を与えた
人物として取り上げました。（小嶋良之）

猫波祭（ネコナミサイ）青空市

日時　４月２日（月）１０時〜１６時

場所　飽波神社（藤枝市役所近く･藤枝５丁目15-36）

主催者　伊東　090-7027-3698
http：//aozoraozora．eshizuoka．jp/

・駐車場には限りがございます。お乗り合わせの上、ご来場下さい。
・小雨決行、詳細は、ブログをご覧下さい。

ほけんじょの生き物たちを
救うため、志太地区のお店を
中心にバザールを開催します！

ホームページも
ごらん下さい。

国道1号線

旧道

杉本モータース
●●東海ガス

●
高
木
種
苗
店

★

藤枝　　
市役所●

藤枝商工
会議所●

●パチンコ

当店

営業時間／AM8:30～PM7:00　定休日／日曜日・祝日
駐車場／隣に4台分、道路を挟んで向かい側に1台ございます。

ほんまち薬局
藤枝市藤枝5-6-35  千歳商店街
☎054-644-5829

http://honnmachi.com/http://honnmachi.com/

ひどいときには「フラーリンA」
の併用をお薦めします。
フラーリンA 90錠…1,470円

　300錠…3,885円

眠くならない、のどが渇かない鼻炎薬眠くならない、のどが渇かない鼻炎薬眠くならない、のどが渇かない鼻炎薬

身体に優しく、
　早く効く！

身体に優しく、
　早く効く！
発症が遅くなる
または、軽い症状で過ごせます。
受験生や試験中の方にも
人気があります。
・眠くなりにくい・のどが渇かない
・だるくならない　そしてよく効く
・眠くなりにくい・のどが渇かない
・だるくならない　そしてよく効く

ホノビエン錠ホノビエン錠 36錠…1,260円
90錠…2,520円

かなりお得な 300錠…4,725円

23
23

カイロプラクティック整体院　笑　楽
藤枝市小石川町1－3－2　　鮪が美味しい すし道楽 純子の店 ２階

☎ 090－1238－0921 （完全予約制）
営業時間 / AM10:00 ～ PM5:00 (時間要応談）

初診（検査・問診・施術） ￥5000　　2回目（施術）～ ￥4000

特別優待券
むるぶ持参の方

初診のみ
￥5000 → ￥3000

青島焼津街道 ●とんかつ勝富

藤枝郵便局●

←藤枝 焼津→

★

すし道楽 
純子の店 ２階

田
沼
街
道

・おきせのきんつば・酒まんじゅう　　　　　　
・おたけせんべい　　　　　　　　　　　　
・飛騨菓子店の抹茶のロールケーキ　　　
・焼津・マーブルのアパレーユ　　　　　　
・雅生庵の鞠福　　
・焼津のみそまんじゅう
・光月堂の生どらやき
・ラ・タルトのチョコレートケーキ
・かつおせんべい　　
・あとりえモモのブッセ・イチゴタルト
・亀城最中
・長寿庵の和菓子　
・大国屋のドラ焼
・美園　いちご大福
・岡部町さくらやの串団子
・かしはるのパルセボン
・府中屋のサッカー最中

読者アンケートの
ご紹介

読者アンケートの
ご紹介読者コーナー

読者コーナーおすすめの
お菓子は？(近隣編）
おすすめの
お菓子は？(近隣編）

問合せ　四季の会　０５４-６２９-６７７４

お豆腐のように誰からも愛され、味わい深い楽しい狂言を語り
継ぐ茂山家。5回目の今回は愛すべき妖怪、豆腐小僧が主役。
派手さは無いけどクスクス可笑しい伝統芸能。
分かり易い解説・お楽しみ抽選会もある楽しい時間です。

演目京極夏彦作　豆腐小僧他
◆出演　茂山千五郎家

茂山宗彦 茂山逸平 他

日時　5月6日㈰ 開場17時半 開演18時半
会場　焼津文化センター　小ホール
料金　4500円(全席自由/小･中学生2000円)

狂言　京都・茂山千五郎家



1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 30日（振休）
外　科

内　科
・
小児科

9:00～17:00

9:00～17:00

眼　科

耳鼻科

その他

歯　科

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～17:00

9:00～12:00

大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500
〈内〉大久保医院
（焼津市上小杉）
☎622･2500

〈内〉水上内科クリ
ニック（高柳二）
☎634･1200

藤枝平成記念病院
（水上）

☎643･1230
〈内・小〉板倉医院
（田沼四）
☎636･0881
〈内・小〉柴田医院
（藤枝四）
☎641･0127

いわしたクリニック
（上青島）
☎631･6660

〈内・小〉横山消化器
内科（焼津市下小杉）
☎622･0045

〈内〉いわしたクリ
ニック（上青島）
☎631･6660

〈内〉花岡医院
（岡部町内谷）
☎667･3323

花岡医院
（岡部町内谷）
☎667･3323

〈内・小〉みやはら内科ク
リニック（小石川町一）
☎647･5670

神戸整形外科
（焼津市宗高）
☎622･3399
〈内・小〉水島医院
（青木三）
☎641･0052

〈内〉青島北クリニッ
ク（瀬古二）
☎647･7707
〈内・小〉にわ医院
（藤岡一）
☎645･2800

山﨑クリニック
（志太二）
☎645･1211

〈内〉吉田クリニック
（大洲四）
☎634･0006

〈内〉山﨑クリニック
（志太二）
☎645･1211
〈内・小〉藤岡クリ
ニック（藤岡二）
☎641･6288

29日（日） 1日（日） 8日（日） 15日（日） 22日（日） 30日（振休）29日（日）

村松耳鼻咽喉科
（藤枝五）
☎641･5318

藤枝眼科クリニ
ック（青木二）
☎647･7770

藤枝平成記念病院
（水上）

☎643･1230
やいづ６丁目耳鼻咽
喉科（焼津市焼津六）
☎620･6001

〈精〉藤枝駿府病院
（小石川町二）
☎641･3788

藤枝診療所
（高洲）

☎635･8749

小川眼科医院
（本町二）
☎641･0160

吉田耳鼻咽喉科
医院（焼津市下小田）
☎623･1187

ふじえだ耳鼻咽喉科
クリニック（上藪田）
☎648･1000

まつなが耳鼻咽喉科
クリニック（駅前二）
☎645･3387

井口歯科医院駅南
診療所（前島三）
☎636･7600

やまもと歯科
（東町）

☎646･1182

八木橋歯科医院
（青葉町二）
☎636･1153

あるふぁ歯科
（高柳）

☎637･2345

緑の森歯科
（岡出山一）
☎646･2121

浅井歯科医院
（高岡一）
☎636･8241

〈泌〉五十嵐医院
（瀬戸新屋）
☎643･5571

〈小〉小林小児科
（前島一）
☎635･2620

〈内・小〉入交医院
（大手二）
☎641･0135

4月の休日緊急医 054-644-0099 ところ/瀬戸新屋362-1　診療科目/内科・小児科
　　診療時間/月～木19:30～22:00　金・土・日/19：

30～翌7：00（4月8日㈰・15日㈰・22日㈰・29日㈷の22：00～翌7：00は小児科のみ）

注）当番医が変更になる場合があります。
当日、電話確認の上、お出掛け下さい。
※焼津市の耳鼻科は午前8:30～


